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接尾辞 -ableの考察─認知メカニズムの観点から※
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⑵　a. Water/Hydrochloric acid is drinkable.








e. g. avoidable, drinkable, understandable, reachable
②「…するに適した、…する価値がある（能動＋可能）」
e. g. laudable, admirable
③「…されるべきである（受身＋当然）」
e. g. punishable, deplorable, blamable, regrettable
④「…しやすい（傾向）」


















































　　［st at e［y BE AT-［  ］z］
　　b．到達動詞（achievement verb）
　　［event  BECOME［st at e［  ］y BE-AT［  ］z］
　　c．活動動詞（activity verb）
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　　［event［  ］x ACT ON-［  ］y］
　　d．達成動詞（accomplishment verb）
　　［event［  ］x ACT ON-［  ］y］CAUSE［event  BECOME［state［  ］y BE AT-［  ］z］
（影山 1999；伊藤・杉岡 2002）
　（6a）の状態動詞（stative verb）は BE ATの述語をもち、yは物理的ある
いは抽象的に zにあるという意味を表す。ここでの ATは前置詞全般を表し
ている。この類には、存在を表す exist, live（z＝場所）や状態の resemble, 







ON-［  ］y（点線部）は任意であることを表し、ACTには walk, runのような






る何らかの活動（x ACT ON-［  ］y）が、yが zである状態（［  ］y BE AT ［  ］z）
の変化（BECOME）を引き起こす（CAUSE）ということを表している。達
成動詞には、build a house, break the windowなどが含まれ、〈行為〉→〈変化〉
→〈結果状態〉の過程を持つことになる。
　⑹を図式化すると、次のようにまとめられる。
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⑺
  達成動詞
行為（ACT ON） 変化（BECOME） 結果状態（BE）
 活動動詞  到達動詞
    状態動詞
⑹と⑺に基づき、接尾辞 -ableが付加する動詞を分類してみよう。
⑻
動詞の種類 基体 V V-able
状態動詞 live, like, lament, despise livable, likable, lamentable, despisable
到達動詞
活動動詞 read, teach, drink, watch readable, teachable, drinkable, watchable 








⑼＊John fell in ill carefully/deliberately.











　　b．John read the books in two hours.
⑿　a．John drinks water.
　　b．John drank the water in ten minutes.
　（11a）と（12a）は活動動詞であり、単に活動（ACT ON）のみを表して








⒀＊John likes your son carefully/deliberately.
⒁＊John likes your son in ten minutes.
　ここで再分析として、影山（2001：220）の自己制御性（controllability）が
関連すると思われる。自己統御性とは、動詞の主語が意識して、その行為を
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コントロールすることである。
⒂ John {was able to} like your son.




⒄ John was able to like your son in ten minutes.
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